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色覚特性に関連させた自作のカードゲームを用いることにより，色覚特性に対する合理的配慮の必要性

と，それに伴う学びを提示し，より多くの一般色覚の人々が，容易に色覚特性について知ることのできる

機会を設ける． 
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１． はじめに 

近年，色覚特性に関係する法律が施行され，合理

的配慮が民間事業者においても義務化されたこと

により，カラーユニバーサルデザインへの配慮を

行う必要性が高まっている．その結果，ウェブサイ

トや広告の作成を行う際に，カラーユニバーサル

デザインへの配慮を行うにあたって，多くの時間

を要することが予想される．このため，本論文で

は，一般色覚を持つ人々に，今までにない自作のカ

ードゲームを通して，色覚特性について知っても

らい，色覚特性に対する合理的配慮への学びにつ

なげるための手法を研究した． 

 

２．方法 

混色をテーマにしたカードゲームであり，混色

と人狼とアナログゲームを組み合わせた今までに

ない新しいゲームを提案する．一般色覚者 4～6 人

＋ゲームマスター1 人でゲームを行う．市民の場合

は，禁止色をうまく使わず，手持ちの色を組み合わ

せてミッションに示された色を創り出し，得点を

得ることを目的とする．人狼の場合は，すべての色

をつかうことができるが，それらを隠しながら戦

い，得点を得ることが目的である．また，プレイヤ

ーすべてに色覚特性の混同色の要素を利用してお

り，自分が思う色を所持していなかった際の，代わ

りの色として混同色を場に出すことが出来る． 一

番多く得点を得たものが勝利する． 

 

 

例① カードゲームをプレイする様子 
 

 

 

例② 色覚特性の人々が混同しやすい色 

 

３．結果・考察 

プレイヤー4 人・6 人の 2 回ゲームを実施し，そ

の中で，以下 5 つの問題点が浮上した． 

1. 各カードの統一感の欠如 

ミッションカードとカラーカードの 2 種類のカー

ドに対して，同色名であるにもかかわらず，明らか
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に同色に感じられないカードがある．同色である

が，利用している記載方法が英名と和名など色名

に統一感が感じられない． 

2. ゲーム結果の孤立 

混色を利用したカラーゲームと，人狼ゲームのゲ

ーム結果が孤立しており、ゲームとして，勝利者が

複数出てしまう結果になっている． 

3. ゲーム難易度の調節 

ミッションカードをつくるための色が何色必要な

のかという要素が統一されていない点と，全プレ

イヤーそれぞれが今まで何色のカードを出してき

たのか記憶しなければならない点が難しく，ゲー

ムの難易度が想定よりも跳ね上がってしまう． 

4. ゲーム時間の調整 

各プレイヤーの熟考時間に制限がなかったために，

1 周するまでの時間が長く，人狼を予想するための

十分な要素が残らない． 

5. 混色の正解とはなにか 

ミッションカードの色をつくるために何色が必要

になるかという混色の要素の正解が定まっておら

ず，カードの色と答えが腑に落ちないケースが起

きてしまう． 

 

 

例③ 実際にゲームをしている様子 

 

 まずは，これらの問題を改善し，ゲーム性をより

明確にしていく必要がある． 

 

４．提案 

 各問題点の改善策は，以下のとおりである． 

1. ミッションカードの中で，カラーカードにあ

る色は，同色になるよう紙を張りなおす． 

2. 人狼ゲームに勝利した陣営には，＋3 点を与

え，人狼ゲームの結果がカラーゲームに影響

を与えるようにする． 

3. ミッションカードをつくるために必要なカラ

ーカードは 2 色とし，プレイヤーが今まで出

してきたカードは，場に残す． 

4. 各プレイヤーの熟考時間は 1 分までとする． 

5. 混色の正解は，絵の具を利用し，実際にすべ

ての色をそれぞれ 2 色ずつ混ぜ合わせてい

き，同条件下でミッションカードと同色を探

し，その 2 色を正解とする． 

 

 

例④ 絵の具の混色の実際の様子 
 

６．結論 

 色覚特性には治療法がないケースが多く，一般

色覚の人々が，色覚特性の人々に寄り添い，行動す

ることが不可欠となる．積極的に色覚特性に触れ

る機会を増やし，学びにつなげることで，認知度と

正しい理解の両方を広めていく必要がある． 
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